
Ⅰ　基本情報

指定管理者評価シート

事業名 公園管理費 所管課（電話番号） 西区土木部維持管理課（667-3201）

２　指定管理者

事業概要

目的

告示年月日

１　施設の概要

①昭和50年2月28日
②昭和63年3月31日

面積

①農試公園　②発寒西陵公園 所在地
①西区八軒4条西6丁目、5条西6・8丁目
②西区発寒16条1丁目

施設数：2

名称

農試公園、発寒西陵公園の維持管理及び運営（園内の維持管理、管理事務、園内の安全確保に関
する業務）

①123,912㎡
②42,225㎡

主要施設

都市公園の健全な発達を図り、もつて公共の福祉の増進に資すること。

①屋内広場(ツインキャツプ)、多目的広場、交通コーナー、トンカチ広場、遊水池、野球場、庭球場
②少年野球場、庭球場、ゲートボール場

公募

非公募の場合、その理由：

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：同一の指定管理者で維持管理しているため。

公園種別 ①運動公園　②地区公園

名称

募集方法

公園維持管理業務、有料公園施設（屋内広場、野球場、庭球場）運営（利用料金制度）

公益財団法人札幌市公園緑化協会

平成30年4月1日～令和5年3月31日

指定単位

施設数：2

複数施設を一括指定の場合、その理由：①公園管理事務所を有しない公園と有する公園をグループ
化し、公園管理上の支障をなくす。②公園管理上の経費及び効率化（環境負荷の低減等）の面か
ら、比較的近接している公園をグループ化した。

業務の範囲
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Ⅱ　令和2年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

・方針どおり実施
されていた。

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

　当協会の管理運営
基本方針の通り、市
民・来園者の視点に
立った効果的・安全な
公園の管理を実施し、
利用者の満足度向上
に日々努めた結果、
令和２年度の管理運
営は概ね順調に遂行
できた。
　交通安全と防災に
関して、毎年八軒連合
町内会協議会に農試
公園近隣の八軒連合
町内会主催である交
通安全教室開催協力
を実施したが、令和２
年度は、新型コロナウ
イルスの感染拡大に
伴い、協議会・交通安
全教室、防災に関す
る催しはすべて中止と
なった。
　農試公園は火災時
の緊急一次避難所に
指定されているが、緊
急時及び地震や災害
発生に備え緊急用小
型発電機の整備を継
続し緊急災害に備え
た。
　新型コロナウイルス
感染拡大防止のため
予定していた各種イベ
ント（自主事業）は中
止及び開催人数を少
なくし、開催日を多くし
て開催した。
　札幌市西区健康福
祉課の委託を受けノ
ルデックウォーキング
ポールの貸出を実施
した。

農試公園・発寒西陵公園においては、下記の基本方
針に基づき管理運営を実施した。
▼　平等・公平な利用の機会を確保し、公共の福祉
増進の場としての利用効果を高める。
▼　関係法令・条例等を遵守し、公園利用者や市民
の声の反映とその発信に努め、開かれた管理運営に
よる安全で安心、快適な利用環境を提供する。
▼　資源・施設の長寿命化を念頭に置き、効率的な
管理運営による経費削減を図り、安定した質の高い
サービスを提供する。
▼　コミュニティ活動の拠点の一つと位置付け、市民
や関係諸機関との連携を強化し、緑資源の積極的な
活用を図り、集いの場としての魅力を高める。
▼　市民の健康づくりの拠点と位置付け、健康とス
ポーツを通じて公園の価値を高める。

▼　多くの子どもたちが安全に元気よく遊ぶことがで
きるよう、楽しく活力のある遊びプログラムを提供して
公園の価値を高め、利用促進を図る。
▼　子どもから高齢者までが気軽に参加できる体験
型園芸講習会を開催し、高齢者の公園利用促進を図
る。
▼　高齢者が健康増進のために気軽に参加できるノ
ルディックウオーキング、歩くスキーなどスポーツプロ
グラムを提供し、高齢者の公園利用促進を図る。
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▼　年齢や障がい、性別、主義・主張、思想・信条、
民族や言語、社会的地位や身分の違い、その他不
当な理由によって公園の平等利用が妨げられること
のないよう、全スタッフに対する教育を徹底して、公
園・施設の適切な管理運営を行った。
▼　平等利用のための主な取組み
・屋内広場（3台）及び自転車貸出所（3台）に車椅子
を計6台、管理事務所にベビーカー2台を配置した。
・雇用開始時全スタッフによる接遇研修を実施した。
・バリアフリー講習に参加した。
・火気の使用や占有利用の違法行為、不法行為に対
して迅速に対応した。
・公園内の犬の散歩時のマナーについて日常的な巡
回と指導を行った。
・コロナウイルス感染拡大防止のため公園開放状況
や利用施設案内のため、細かなホームページの更新
を行った。またコロナウイルスに伴い、密を防止する
ため農試だよりの発行を休止、サクラの開花情報も
休止した。
・コロナウイルス感染が落ち着いた際には、掲示案内
の更新により、屋内広場・屋外施設開放状況、イベン
ト開催予定等の施設利用情報を提供した。また、イベ
ントや維持管理作業等で一部公園内に利用制限が
発生する場合にはホームページ・園内掲示等で周知
し、有料施設利用者へは事前に電話連絡を実施する
など、適切に対応した。
・コロナウイルス感染拡大防止のため、施設閉鎖など
公園利用者及び運動施設利用者に対し事前連絡及
び周知を適切に実施した。

▼　北海道環境マネジメントシステムスタンダード
（HES）の認証を受けて運用しているEMSに基づき、
環境改善活動の推進に努め、農試公園に関わる全
職員の教育及び業務委託会社に協力を要請した。
▼　環境目標である「電気使用量の削減」について、
次のとおり取り組んだ。
・屋内広場
季節により空調の稼働時間の細かな調整や、外気温
度・室内温度を測定しながら暖房の設定温度の調整
を細かく行った。
屋内照明点灯はタイマーによる点灯を行わず、間引
き点灯を行い、無駄な点灯を行わないよう職員による
手動点灯で管理し、節電に努めた。
・屋外照明施設
利用者の利用時間をスポーツ予約システムとホワイ
トボードにて状況を随時確認し、職員が手動で照明を
点灯・消灯して節電に努めた。
・屋外園路灯
自動照度センサー以外の園路灯は、日没時間を細
かく調整し節電につとめた。
▼　環境目標「特定外来植物の侵入軽減」について、
農試公園・発寒西陵公園では日常監視を実施し、オ
オハンゴンソウの侵入は確認されなかった。
▼　園内維持管理
樹木剪定で発生した剪定枝、枯損木はチップ化し、
一部園路に敷き均したほか、土壌改良用に園内花壇
に散布して再利用した。また、コロナ感染拡大防止対
策のため、例年行っていた「のうし夏まつり」「のうし
秋まつり」を中止としたことから、毎年行っているチッ
プの無料配布を中止した。
芝生刈込みにおいては、刈草収集をせず還元し廃棄
物が発生しない管理とするため、定期的な刈込みを
実施した。
▼維持管理車両
農試公園・発寒西陵公園で維持管理に使用している
車両や管理機械のアイドリングストップに努め排出ガ
スの軽減に努めた。
▼　ごみの排出については、園内にごみ箱を設置せ
ず、持ち帰りのお願いを行った。空き缶やペットボト
ルは自販機設置業者に回収を依頼した。
▼　事務用品については、グリーン購入ガイドライン
指定品の購入に努めた。

　当協会の方針に則
り実施し、貸し自転車
やトンカチ広場、園内
施設の利用者のほ
か、有料施設利用者、
イベント・講習会参加
者など、すべての方に
年間を通じて平等利
用を確保することによ
り、満足度の向上に
努めた。
　また、年度当初や雇
用開始時に、全スタッ
フに対して平等利用
についての教育を実
施したほか、日常の
ミーティング時にも随
時指導を行った。
　コロナウイルス感染
拡大防止による公園
利用者及び施設利用
者に施設閉鎖の周知
を行った。

　北海道環境マネジメ
ントシステムスタン
ダード（HES）に基づく
環境活動を推進する
ため、農試公園に勤
務する全スタッフと清
掃委託会社職員に対
して、新年度業務開始
時に環境目標や目標
達成の手段等につい
て教育を実施し、環境
改善の意識を持って
業務にあたることがで
きた。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

・適正に利用され
ていた。

・適正に取り組ま
れた。
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▼　事故や苦情が発生した際は、事故報告書、苦情
等報告票を作成し、組織全体で情報を共有すること
で、類似事故や苦情の発生の防止に努めた。
▼　屋内広場アリーナは月次整備と年次整備を実施
し、月次はAコート(テニス)BC面の不陸正整と施設の
照明点検球切れ個所の球交換、空調設備清掃、ガラ
ス清掃等実施、年次整備は全面耕耘とテニスコート
ラインテープ張替、施設の照明点検球切れ個所の球
交換、空調設備清掃、ガラス清掃等を実施した。
アリーナドームからの結露が発生し、結露水対策とし
て、アリーナ天井の梁に設置した雨漏れ対策シート
にホースを接続してバケツで結露水を受けた。多い
日では1日3回アリーナ上部に上がりシートとホース
の点検を実施。また、月次整備と年次整備では、グラ
ウンドに結露水が落ちて膨張した土壌の不陸整備と
耕耘作業には時間を掛けて実施した。また、コロナウ
イルス感染拡大を受け屋内広場ツインキャツプは4月
14日から5月31日までの間、施設を閉鎖した。
▼　野球場はB球場が施設改修工事のため有料施
設開放期間は閉鎖となり、A球場の開放のみとなっ
た。
毎週利用の無い時間帯に整備時間を設けて、内野
の不陸整正と外野の芝生刈込みを行い、良好なコン
ディションの維持に努めた。

▼　統括責任者には公園実務経験23年のマネー
ジャーを、また統括責任者の補佐・代理としてのサブ
マネージャーを配置した。このほか、サブマネー
ジャーとしてボランティアコーディーター兼務1名、園
内・施設維持管理担当1名のほか、園内維持作業通
年5名、季節雇用3名、受付窓口日勤1名・夜間受付
パート2名のスタッフを配置し、円滑な管理運営業務
を行った。

▼　研修計画に基づき実施した研修
　・環境マネジメント研修　4/1、2　14名参加
　・安全大会　コロナ感染拡大防止のため中止
　・刈払機取扱作業者安全衛生教育6/30　2名受講
　・バリアフリー講習会　9/17　1名参加
　・普通救命講習Ⅰ　10/20　7名参加
　・消防訓練　10/26　13名参加
　・小型車両系建設機械(整地等)特別教育10/10、11
の2日間　1名参加
　・木材加工用機械作業主任者技能講習2/16、17の
２日間　1名参加

　適切な人員体制を
確保して管理運営に
あたることができた。
　研修等についても、
ほぼ計画通りに実施
したが、コロナウイル
ス感染拡大防止のた
め安全大会・交通安
全運転管理者講習
会・遊具安全点検講
習会等の開催が延期
となり受講することが
出来なかった。

　苦情や要望につい
ては真摯に受け止
め、改善できる内容に
ついては直ちに対応
した。
　施設開放及び管理
については、コロナウ
イルス感染拡大防止
に努め、常に土木セン
ターとの調整を行い対
策を行った。また、農
試公園で働く全スタッ
フに感染対策として体
温測定、こまめな消
毒、飛沫感染防止に
努めるとともに、公園
利用者が密にならな
いように対策を実施し
状況に合わせて対応
した。
　管理レベル及び
サービス向上にスタッ
フ全員で取り組み、柔
軟に対応を行い、適
切に実施することがで
きた。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

・ほぼ計画通りに
実施されていた。

・適正に取り組ま
れた。
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▼　硬式テニスコート（オムニコート）は、適時オムニ
サンドの補充を実施した。また、ボールが隣のコート
に入るのを防ぐためのネット作成や防風ネットの設置
をするなど、利便性向上に努め、また落ち葉の時期
には清掃の回数を増やし利用者の快適な施設利用
に務めた。
▼　軟式テニスコートは、コートの不陸整正を測量器
具を使用しグリーンサンドの補充・転圧及びコートラ
インの取替を行い開放した。開放期間中もグリーンサ
ンドの補充・転圧を適時実施し、雨天後にはスタッフ
により吸水スポンジにて水抜き作業を行い、コートコ
ンディションを維持し利用者の快適な施設利用に努
めた。
▼　交通コーナーの自転車貸出とトンカチ広場の利
用について、コロナウイルス感染拡大防止のため6月
19日より開放した。また、交通コーナーの老朽化した
ガードレールの補修とトンカチ広場作業台の補修を
行い、コロナウイルス感染対策を行いながら密になら
ないように貸出を実施した。
上記の運営では、職員の昼休憩時間を交代で行い、
１日を通して対応を可能とし、利用者の利便性向上
に努めたほか、自転車貸出では、整備士による自転
車整備を実施し、赤色TSマーク付帯保険に加入する
とともに、ヘルメットの貸出を行い北海道自転車条例
に適合した対応を行った。
▼　ちゃぷちゃぷ池は、床面などの劣化部分（ひび割
れ、塗装剥がれ）の補修箇所が多くなっており、札幌
市と協議の結果令和2年の開放を中止した。ちゃぷ
ちゃぷ池の周囲を囲っている冬期養生用のプラス
チックフェンスは設置したままとし、オブジェを保護し
ているシートのみ取り外した。
▼　駐車場はコロナウイルス感染拡大防止のため5
月2日から5月26日までの間閉鎖し、利用者へ周知の
看板を設置した。また、駐車場閉鎖期間終了後、混
雑状況を随時把握し、臨時駐車場を適時開放した。
夏休み期間と土日祭日は臨時駐車場を開放するた
め、不陸整正とライン引きを毎週適時実施し、雨天時
の駐車場開放では不陸が発生することから、平日の
天気の良い日にトラクターとショベルにより不陸整正
と土入れを行い利用者の利便性と安全性に配慮し
た。

▼　第三者に対する委託業務等については、当協会
の｢工事及び委託被指名選考委員会要網｣により｢札
幌市競争入札工事参加資格名簿｣(札幌市)の登録事
業者を準用し、札幌市内の企業・団体から優先的に
選考した。
▼　農試公園においては、屋内広場等の機械警備、
消防設備点検、運動施設照明点検、ちゃぷちゃぷ池
水質検査、自動ドア定期点検、公衆トイレ保守、空調
機械設備点検、防火設備点検、ばい煙測定等の専
門的業務のほか、トイレ清掃、屋内広場清掃、農試
公園早朝駐車場開放、農試公園駐車場除雪等を第
三者に委託した。
▼発寒西陵公園においては、公衆トイレ保守の専門
的業務のほか、トイレ清掃、特記仕様書に記載のな
い発寒西陵公園早朝夜間の駐車場開閉等を第三者
に委託した。
▼　委託業務の実施に際しては、委託先から提出さ
れる業務工程表、着手届、終了・完了届、日報、報告
書、点検・業務写真、現地確認等を元に、マネー
ジャーほか複数名の検査員により履行を確認した。

　第三者に対する委
託業務は、委託業者
と適時打合せを行い、
履行を確認したほか、
利用者の安全確保及
び労働災害等の事故
のないよう注意指導を
実施し、適正な業務遂
行の確保に努めた。
また、委託業者にもコ
ロナウイルス感染拡
大防止対策のお願
い・協力を求め、感染
の発生は無かった。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

適正に管理されて
いた。
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運営協議会
第2回
3月22日

西土木セン
ター会議室

【議題】農試公園・発寒西陵公園の管
理業務実施報告
1.統括管理に関する業務の実施状況
（1）職員配置について
（2）職員研修について
（3）意見・苦情について
（4）管理水準の維持向上に向けた取
組みについて
2.施設・設備等の管理運営に関する業
務の実施状況
（1）有料施設の管理運営について
（2）無料施設の管理運営について
（3）利用集計について
（4）施設･設備の点検･修繕について
（5）防災業務について
3.利用促進に関する事業の実施状況
（1）広報活動について
（2）ボランティア活動について
（3）市民協働・地域連携のための取組
みについて
（4）自主事業への取組みについて
4.その他連絡事項について

第1回
書面協議会

第2回
札幌市西区土木部部長、維持管理課長、公園緑化
係長、事務係長、担当職員4名
（公財）札幌市公園緑化協会　事業課5課長
農試公園　主任1名、職員1名

　令和2年度は運営協
議会の1回目をコロナ
ウイルス感染拡大防
止の観点から札幌市
(西区土木部)と調整
協議の結果書面によ
る協議会を12月に実
施した。
　3月の2回目となる運
営協議会において
は、西区土木センター
会議室にて実施した。
　このほか、札幌市と
の協議事項として、運
動施設開放期間の変
更、月次・年次整備
日、トンカチ広場・自
転車貸出期間変更等
を協議し、日頃から連
絡調整等を適切に
行った。

＜協議会メンバー＞

▼　運営協議会の開催状況は下表のとおり

運営協議会
第1回
12月16日
書面協議会

令和2年12月16日
指定管理者から札幌市(西区土木部)
へ資料提出
令和2年12月23日
札幌市(西区土木部)から指定管理者
へ書面会議結果(意見等)の提出
令和2年12月28日
指定管理者から札幌市(西区土木部)
へ議事録提出　【議題】農試公園・発
寒西陵公園の管理業務実施報告
1.統括管理に関する業務の実施状況
（1）職員配置について
（2）職員研修について
（3）意見苦情について
（4）管理水準の維持向上に向けた取
組みについて
2.施設・設備等の管理運営に関する業
務の実施状況
（1）有料施設の管理運営について
（2）無料施設の管理運営について
（3）利用者集計について
（4）施設･設備の点検･修繕について
（5）防犯・防災業務について
3.利用促進に関する事業の実施状況
（1）広報活動について
（2）ボランティア活動について
（3）市民協働・地域連携のための取組
みについて
（4）自主事業への取組みについて
（5）マナー啓発について
4.その他連絡事項について

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の
開催）

開催回 適正に遂行されて
いた。
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▼　要望・苦情に対しては、適切に応対・回答し、改
善可能な内容は迅速に対応した。また、施設・遊具
の修繕等の高額費用の掛かる要望については、適
時札幌市に報告し、協議を実施した。
▼　要望・苦情は、当協会統一様式の苦情等対応報
告書に記載して報告し、組織全体で共有した。当公
園内では、報告書をスタッフがいつでも供覧できるよ
うにミーティングルーム、管理事務所内の所定の位
置に保管し、閲覧することで情報・意識を共有した。
▼　毎朝のミーティング時に、要望･苦情報告をスタッ
フ全員に周知した。また、夜間窓口受付パートについ
ては、昼の窓口受付引き継ぎ時に周知徹底した。

　要望・苦情に対して
は、迅速に対応した。
また。コロナウイルス
感染拡大防止措置に
ついての苦情等の発
生はなかったが、発寒
西陵公園で子どもた
ちが密になっていると
の連絡があった。

▼　屋内広場ツインキャップ内にご意見箱を常設した
ほか、利用者に対するアンケートを適時実施し、公園
利用者の満足度や要望等の把握に努めた。このほ
か、イベント開催時にも参加者に対してアンケートを
実施し、イベント内容の改善や要望を受けた新規講
習会開催の検討等に役立てた。
▼　仕様書に定めのある月報、四半期報告、年度報
告書その他記録書類は、集計、整理後速やかに札
幌市へ提出し、また適正に保管した。このほか、札幌
市の検査に適切に対応し、依頼のあった調査等につ
いては、期日までに報告を行った。
▼　公園利用者からの意見・苦情・要望等を集計・分
析し、業務改善につなげることで継続的な管理レベ
ルの向上と利用者の利便向上に努めた。
▼　自己評価の結果を公園利用者が閲覧できるよう
受付前に設置し、計画通りに管理運営や市民サービ
スが行われているかをモニタリングした。是正が必要
な場合は改善し、当公園の全スタッフに周知・反映さ
せるよう指導を行った。

　報告書を適切に作
成・提出し、依頼の
あった調査等への報
告も遅延なく対応し
た。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼　資金管理については、指定管理業務や自主事業
等、公園ごとに区分しており、現金等の取扱いについ
ては点検、調査を行っている。事務局経理事務担当
者による現金出納簿の確認、月末締めの現金出納
簿と売上金口座入金状況の確認を随時行っている。
▼　団体の規定に基づき、現金や金券類、預金通帳
等の施錠管理や帳簿類の内部監査を年2回実施して
いるほか、公認会計士2名による外部監査を導入して
いる。
▼　現金等の取扱いに関しては、現金取扱規定を整
備しており、管理体制の強化及び不祥事防止の取組
みを行っている。

札幌市の検査・監査
には適切に対応した。
また、改善が必要な
事項等については、
各公園・施設のマネー
ジャーを通じ、公園・
施設の担当者へ周知
徹底を図った。
不正行為や事故発生
の未然防止のため、
複数名による現金等
の確認を徹底した。
不正経理等の事故は
発生していない。

▽　要望・苦情対応

・適切に管理され
ていた。

・適切に対応され
ていた。

・適切に対応され
ていた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・適切に対応され
ていた。

▼スタッフの雇用に関して、労働基準法、最低賃金
法、労働安全衛生法、労働者災害補償保険法、健康
保険法・厚生年金保険法、雇用保険法、労働契約
法、男女雇用機会均等法、次世代育成支援対策推
進法、女性活躍推進法、育児休業・介護休業等に関
する法律、労働保険の保険料の徴収等に関する法
律、その他関連する法令等に基づき、主として以下
のような届出・対応等を行った。
　・全てのスタッフに対し、北海道最低賃金861円（令
和元年10月3日発効、令和2年度据え置き）以上の時
給を支給した。
　・施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働及
び深夜残業をさせた場合、それぞれ法定割合以上の
割増賃金を支払った。
　・就業規則・要綱の改正を行い、札幌中央労働基準
監督署に適切に届け出ている。
　・全スタッフの就業時間や休日等について、労働基
準法を遵守した。
　・スタッフに時間外労働又は休日労働をさせるにあ
たり、書面による労使協定（36協定）により必要な定
めをし、札幌中央労働基準監督署に届け出た。
　・全てのスタッフを労災保険適用とし、条件を満たす
スタッフを雇用保険に加入させた。
　・労働保険料等算定基礎賃金等の報告を北海道労
働局へ提出し、労働保険料を納付した。
　・スタッフの勤務形態、家族状況等に応じて健康保
険・年金保険資格を取得するよう、適切に届け出を
行った。
　・年1回の定期健康診断及びストレスチェックを実施
した。
　・短時間雇用管理者を選任し、北海道労働局へ届
け出た。
　・有期雇用契約者のうち、無期転換申込権が発生
した者に対して周知し、希望の申し込みを随時受け
付けた。
　・次世代法及び女性活躍推進法に基づく一般事業
主行動計画を実施している。

▼　安全衛生委員会を設置し、毎月1回、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止の為、各公園の担当課長がリ
モートワーク等により出席して委員会を開催し、職場
の安全確保及び健康障害の防止に係る議題につい
て検討し、その結果を各公園・施設のマネージャーを
通してスタッフに周知して、健全な職場環境の実現に
努めた。
▼維持管理作業従事者を対象に、作業における安全
確保や機械の取扱いに関する講習を実施した。
▼ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、育児休業
等の取得奨励、職場内コミュニケーションの活性化、
有給休暇取得の奨励、ノー残業デーの設定などの取
組みを行った。
▼公的資格の取得支援、接遇や安全・技術等に関す
る内部研修の実施、優秀なスタッフや高年齢者の継
続雇用など、雇用環境の整備により、市民サービス
の向上等に結びつく取組みを行った。
▼第三者への委託業務について、受託者に当該業
務従事者の労働環境に関わる情報提供を求めた。
▼女性活躍推進法に基づく認定制度「えるぼし」にお
いて、女性の活躍推進に関する状況等が優良な団
体として「認定段階3」を受けている。

指定管理施設の現場
と本部事務局との連
絡調整を密にするとと
もに、関係機関への
必要な届出を迅速か
つ確実に行うなど、労
働関係法令を遵守し、
すべての関係手続き
について適切に対応
できた。
当協会での労働災害
発生ゼロを目指して、
毎朝のKY活動、ヒヤ
リハット事例の共有、
安全大会の開催（新
型コロナウイルス感染
拡大防止の為、各公
園単位で開催）、安全
講習の実施等に取り
組んだ。事故が発
生した際には、安全
衛生委員会におい
て、原因検証と再発防
止の検討を実施した。
安全な職場環境の実
現と、スタッフの雇用
環境の向上を進める
なかで、市民サービス
の向上につなげること
ができた。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　利用者の安全確保及び作業時の事故防止等の
ために下記の取組・対策を実施した。
・安全教育による事故防止と普通救命講習受講等に
より、緊急事態時の即時対応が常時可能な体制を構
築した。
・作業機械の整備不良による事故防止のため、適切
な点検・整備を実施した。
・ハザードマップの作成・公開や、ヒヤリハット事例の
収集による事故防止に努めた。
・公園管理スタッフと委託業者に対して、緊急時に迅
速な対応がとれるよう緊急連絡網（責任者不在時対
応を含む）を周知・共有し、自転車貸出所、ミーティン
グルーム、管理事務所内に掲示した。
・公園維持管理作業にあたっては、利用者の支障に
ならないよう、公園利用届の情報共有、利用状況に
応じた作業の変更、作業実施についての十分な案
内・周知により、安全確保に努めた、特に駐車場周辺
の草刈りに関しては公園有料施設利用者に対し事前
に電話連絡を取り臨時駐車場への案内を実施した。
▼　農試公園・発寒西陵公園コロナウイルス感染拡
大防止のためスタッフのマスク着用、体温測定と体温
測定表への記載、体調管理、家族内のコロナ発症の
有無確認、昼休憩時間の変更等を実施した。屋内広
場ツインキャップ内の各入口に消毒用アルコールと
検温装置の設置した。また、事務室受付窓口周辺に
は加湿器と空気清浄機を設置した。
▼　法令遵守・利用指導による公正とサービス向上
・法令遵守と有資格者による作業実施を徹底した。
・拾得物法に基づいた対応マニュアルに則して、公園
の拾得物・遺失物を適正に取り扱った。
・適切な利用指導により、不正利用・違法行為の排除
に努めた。
・利用者への周知として、暴力団活動や暴力団の資
金源となる活動に公園を使用できない旨の文書を園
内各所に掲示した。
・指定管理期間中の管理業務実施にあたり、当協会
の過失または故意により札幌市または第三者等に損
害を与えた場合に備えて、損害賠償責任保険に加入
した。

　出勤時の体温測定
やマスク着用、手のア
ルコール消毒、朝礼
や休息時間などの体
調確認を実施した。ま
た、ミーティングや研
修を通じて作業及び
利用における安全意
識の徹底を図り、利用
者・スタッフの安全を
確保することができ
た。
　急病者等に的確に
対応するため、普通
救命講習を受講し、救
急車要請時には迅速
に対応することができ
た。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

・適切に対応され
ていた。
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・適切に実施され
ていた。

・適切に対応され
ていた。

　施設や設備に関す
る苦情や要望を受け
た際には迅速に対応
し、その他年間を通じ
て概ね良好な維持管
理を実施することがで
きた。
　劣化した遊具等につ
いて、直営の修繕で
一部対応したほか、
危険性の高いものに
ついては札幌市に報
告・相談を行い、使用
禁止等の措置を取っ
た。

予防・未然防止対策等を含む防災計画を策定し、公
園利用者及び地域住民の安心・安全を確保するよう
努めた。
▼　4/1、2に消火器・消火栓の取り扱い、AED設置箇
所、緊急連絡網、自衛消防隊の役割分担等について
の研修を行った。
▼　10/26に外部講師（防災関係者）を招いて屋内広
場アリーナから出火を想定し、放水訓練、消火器の
取扱、避難誘導訓練等の消防訓練を実施した。
▼　1/17に開催したイベント「冬のまちにスノーキャン
ドルの灯りをともそう！2021」を開催したが、コロナウ
イルス感染拡大防止のためキャンドル作成は当公園
スタッフにて作成し点灯を来園者で行っていただい
た。
▼　台風や強風、火災、地震、河川増水時の対応手
順の教育を当公園全スタッフに対して実施した。

　訓練、研修は毎年継
続して実施しており、
今後も当公園全スタッ
フには、防災や緊急
時への意識をさらに
高めるよう教育を実施
していきたい。
　防災イベントとして
「公園であそぼ！冬の
防災プレーパーク」を
実施し、市民の防災
意識の向上や、災害
に備えることの大切さ
を啓発することができ
た。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▼　施設・設備については、常に適切かつ清潔な状
態に維持管理・調整し、安全・安心かつ快適に利用で
きるように努めた。また、コロナウイルス感染拡大予
防のため屋内広場ツインキャツプ内の消毒や不特定
多数の人が触れる場所にはアルコール殺菌と次亜
塩素酸水での消毒、各入り口に手指消毒用アルコー
ルの配置、受付窓口担当職員はマスクをつけ対応し
た。
▼　法定点検・検査等の必要な自動ドア、空調設備、
消防設備、防火設備、電気設備、機械警備、ばい煙
発生施設、遊具等については、専門業者による点
検・検査を実施した。
▼　照明、空調等の各種設備や作業機械等について
は、日常・定期点検や作業前点検等を実施し、不具
合の早期発見や抑制、安全確保に努め、フォークリ
フト・ホイールローダーは特定自主検査を実施、各車
両について法定点検を実施した。
▼　遊具については、毎日の巡回時の目視等点検、
週1回の直営による点検のほか、専門業者による精
密点検を年2回実施し、経年劣化等による危険性を
早期に発見して、利用停止措置を行い修繕及び補修
を行い安全を確保した。
▼　春～秋の土日祝日及び夏休み期間中は、多目
的広場を臨時駐車場として開放し、その他の平日に
おいても駐車場の混雑状況に合わせて開放した。
▼　交通コーナーについては、コロナ感染拡大防止
のため5月31日迄閉鎖した。毎日の開放前にコースと
信号等設備の点検を実施した。自転車は貸出前にブ
レーキ等を点検し、不良箇所は随時整備・調整して、
利用者の安全確保に努めた。また、北海道自転車条
例への対応として、自転車整備有資格者(業者)によ
る点検を実施して赤色TSマーク付帯保険に加入した
ほか、農試公園の貸自転車利用者には自転車用ヘ
ルメットを着用するように貸出と指導を行った。また、
コロナ感染拡大防止のため利用者には間隔を空けて
もらうために受付前に白線を設置し間隔を空けてい
ただくようお願いし、アルコールの消毒剤と貸出担当
者はマスクとフェイスシールドをを着用した。
▼　ちゃぷちゃぷ広場については、施設老朽化のた
め開放無し
▼　屋外有料施設については、コロナ感染拡大防止
のため5月31日迄閉鎖した。野球場A、硬式テニス、
軟式テニスコートの巡回を毎日行い、利用の無い日
には施設の施錠等を行った。また、利用の無い日に
各施設の整備を実施、野球場は草刈及び内野の不
陸正整、硬式テニスコートは人工芝等の痛み具合テ
ニスネットの調整軟式テニスコートは定期的な砂補充
と不陸の整備、テニスネットの調整等を実施

▽　防災
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・コロナ禍でイベン
ト中止が続く中、
利用者ニーズを踏
まえた講習会等適
正に実施され、ま
た状況の変化に
応じ柔軟かつ迅速
に対応されてい
た。

▼　体験イベント、体験型講習会
　・自転車安全教室　5/26　コロナウイルス拡大防止
のため中止 　(計画50人)
　・忍者になって修行だ 6/13 コロナウイルス拡大防
止のため中止  　(計画30人)
　・初めての自転車教室　7/11・12・23・25・9/5・6・
12・20・10/3・4の10日間計101人(計画100人)
　・のうし夏まつり　7/25・26　コロナウイルス拡大防
止のため中止 　(計画2500人)
　・琴似発寒川さかなウォッチング　7/18　計25人(計
画 40人)
  ・のうしトンカチ塾8/4・5・6　コロナウイルス拡大防
止のため中止 　(計画30人)
　・吊りシノブづくり　8/8・9・10　計7人(計画 30人)
　・素焼きの鉢で風鈴づくり　8/11　計13人(計画40人)
　・公開さかな調査　8/10　コロナウイルス拡大防止
のため中止(計画定員無し)
　・のうし秋まつり　9/26・27　コロナウイルス拡大防
止のため中止 　(計画3500人)
　・秋の星空観察会　10/3　コロナウイルス拡大防止
のため中止 　(計画50人)
　・琴似発寒川サケ観察会　10/4・11/7　コロナウイ
ルス拡大防止の中止(計画定員無し)
　・ハロウィーンリースづくり　10/10　コロナウイルス
拡大防止のため中止(計画 20人)
　・葉っぱスタンプでトートバックづくり　11/3　コロナ
ウイルス拡大防止のため中止(計画 20人)
　・愛犬といっしょの公園散歩講座10/11計20人(計画
20人)
　・クリスマスリースづくり　11/22・23・28・29　12/4
計25人(計画25人)
　・しめ縄リースづくり　12/12　計14人(計画20人)
　・門松づくり　12/13　計21人(計画25人)
　・新春干支凧づくり　1/5　コロナウイルス拡大防止
のため中止(計画50人)
  ・冬のまちにスノーキャンドルの灯をともそう2021
1/17 職員作成(計画定員無し)
  ・わいわいタイヤチューブ運行　1/9～3/7までの土
日祭日計2,486人(計画2,500人)

▼　園芸講習会
　・のうしグリーンマーケット5/3・4・5　コロナウイルス
拡大のため開催中止(計画20人)
　・はじめての寄せ植え講習会5/3　コロナウイルス拡
大のため開催中止(計画20人)
  ・苔テラリウムづくり　6/6　コロナウイルス拡大のた
め開催中止(計画20人)
  ・吊りシノブづくり　8/8・9・10　計7人(計画 30人)
  ・寄せ植え講習会　3/28　コロナウイルス拡大のた
め開催中止(計画20人)

▼　スポーツ教室
　・のうしかけっこスクール
　　7月13日～3月22日延べ337名
　・のうしかけっこスクール
　　7月15日～3月17日延べ527名
　・ノルデックウォーキング講習会11/3
　　計18人（計画20人)
　・ノルデックウォーキング講習会11/7
　　7人（計画20人)
　・パークゴルフ初心者講習会　12/1　コロナウイル
ス感染拡大防止のため開催中止(計画20人)
　・はじめてのスキー教室　1/5　コロナウイルス感染
拡大防止のため開催中止(計画5人)
　・歩くスキー初心者講習会　1/23・30
　　22人（計画40人）

　農試公園で各種イベ
ント開催を計画してい
たがコロナウイルス感
染拡大に伴いイベント
が中止となった。
　屋内では、感染が落
ち着いた際に感染対
策を万全にして、予定
していたイベント及び
講習会を実施した。
　屋外のイベントに関
しては、感染率が少な
く密にならないことか
ら実施した。
　親子で気軽に参加
できる体験プログラム
を実施し好評だった。
また、サッカースクー
ル・かけっこスクール
は、リピーターや新規
参加者で人気の事業
となっている。
　補助輪を外して乗る
「はじめて自転車教
室」に関しても問合せ
が多く、開催日を増や
し対応しなければなら
ないほどの人気の事
業となっている。
　コロナウイルス感染
拡大のため中止と
なったイベントも多く
あったが、今後とも利
用者サービス向上を
図り、一層の公園利
用促進につなげたい。

（4）事業の計
画・実施業務

▽　各種体験・学習機会の提供業務
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・状況の変化に応
じ、適切に実施さ
れていた。

・状況の変化に応
じ、適切に取り組
まれた。

・適切に対応され
ていた。

　令和2年度コロナウ
イルス感染拡大防止
のため混雑を避ける
ように、感染状況に応
じて公園の情報を発
信するとともに、利用
者から直接な問い合
わせ対応については
情報をスタッフ間で共
有した。

　コロナウイルス感染
拡大防止のため公園
内の積極的利用によ
る活性化を共に目指
していただけるボラン
ティア団体の活動も一
定期間感染防止のた
め活動を中止とした。
活動開始時には活動
時間の短縮と、密にな
らないよう間隔を空け
るなどの感染対策を
行い活動を行った。今
後も活動支援や園芸
講師、協働のイベント
開催等も推進していき
たい。
　コロナウイルス感染
拡大防止の中であっ
たが、西区（西区役
所、西区八軒地域連
合町内会、八軒まち
づくりセンター等）、教
育機関（八軒西小学
校等）、各種協力機関
（西区運動施設活用
協議会等）との一層の
連携を図り、活動の場
を積極的に提供する
とともに、市民協働に
よる公園管理での活
性化、利用促進向上
と地域の拠点として取
組みに努めた。

▼　農試公園の業務としての相談対応は実施してい
ないが、ボランティア活動の活発な活動もあり、花壇
にもいろいろな品種の花を植えており、訪れる利用者
の方々から園芸に関する質問も多くなっている。ま
た、園芸講習会の開催も多く特に屋内広場サンルー
ムに観葉植物を展示していることから、来園者、市民
から受付窓口と電話による相談があり、可能な範囲
で対応した。

　市民や公園利用者
から観葉植物の育て
方や花に関する相談
が多く寄せられ対応し
た。今後も適切に対応
していきたい。

▽　緑化等に関する相談業務

▼　令和2年度コロナウイルス感染拡大防止のため
混雑を避けるため、農試公園・発寒西陵公園のサク
ラの開花状況や紅葉の状況については、控えめな
ホームページの掲載とした。園内掲示板への掲示の
ほか、利用者からの状況等の問合せに対して、確認
状況に基づき、適切に案内を行った。

▽　公園のサクラや紅葉に関する情報収集・提供業務

▽　公園における市民の自主活動及び交流の支援業務

【市民ボランティアとの連携】
・農試公園屋内広場サンルームの屋内緑化植物維
持ボランティア「カポック」との協働で、サンルーム内
観葉植物の維持管理や農試公園の園内花壇3箇所
のデザイン、花苗の選定から植え込み、除草や花が
ら摘み、灌水等の活動を行った。また、活動に必要な
花苗、肥料、土壌改良材、鉢等の資材・用具の購
入、貸出しにより、活動の支援を行った。
・屋外ゲートボールコート・多目的広場で活動してい
る西区ゲートボール協会及び札幌ペタンク協会（両
団体とも当協会ボランティア未登録）に対して、コート
維持活動（除草・石拾い等）に使用する用具類を貸し
出した。

【西区との連携】
・コロナウィルス感染拡大に防止のため「八軒まちづ
くり協議会」全体会議は中止となったが、令和2年度
事業報告・収支決算・監査報告、令和3年度事業計
画（案）・収支予算（案）、規約改正、令和3年度役員
選出が文章で行われた。
※農試公園管理事務所は平成29年度から加入
・令和2年度農試公園多目的広場にて、八軒連合町
内会主催による交通安全教室が開催される予定で
あったがコロナウイルス感染拡大防止のため中止と
なった。
・10/11農試公園多目的広場にて、西区地域振興課
主催の「第45回西区民みんなで楽しむマラソン大会」
がコロナウイルス感染拡大防止のため中止となっ
た。
・2/21西区役所市民部地域振興課主催による「西区
雪合戦大会」が実施される予定であったが、コロナウ
イルス感染拡大を受け中止となった。
【教育機関との連携】
・毎年行っている八軒西小学校３年生が総合学習の
一環としてプランターにマリーゴールドを植栽し、その
後、路上駐車防止を目的としてプランター60鉢を公園
沿いの農試１号線歩道上に設置していたが、コロナ
ウイルス感染拡大を受け中止となった。また、11月八
軒西小学校6年生の職業体験として農試公園の維持
管理作業の職業体験もコロナウイルス感染拡大防止
に伴い中止となった。また、八軒西小学校３年生が総
合学習の一環で農試公園での雪像づくりも中止と
なった。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・コロナ禍の影響
で利用者及び件
数は減るものの、
利用者の安全確
保のため、コロナ
ウイルス拡大防止
対策の対応が迅
速かつ適切に実
施されていた。

- 2,474

公園利用届
発寒西陵公園

人数 4,879 - 4,248

- 8

交通コーナー 人数 32,794 - 14,605

トンカチ広場 人数 15,984 - 8,380

人数 3,177

1,903

-

53稼働率(％) - 44

9,323

-

-

3,672

Ｒ２年度計画

▽　発寒西陵公園不承認 0件、　減免 13件、　還付 19件

Ｒ2年度実績

10,054

R元年度実績

5,126

ちゃぷちゃぷ広場

件数(件)

人数(人）

356

稼働率(％)

発寒西陵
公園硬式
庭球場

443 -

1,843

屋内広場
稼働率(％)

　コロナウイルス感染
拡大防止のため有料
運動施設が4月14日
から5月31日までの
間、閉鎖され6月1日よ
り開放となった。その
影響により、屋内広場
アリーナの個人利用
及び団体利用、野球
場、硬式テニス・軟式
テニスともに利用人数
が減少となった。ま
た、収入はコロナ感染
拡大防止のため有料
施設が閉鎖となリ、そ
れに伴い減収となっ
た。
　発寒西陵公園硬式
テニスも同じく減収と
なった。
　コロナウイルス感染
拡大防止のため屋内
アリーナ及びサンルー
ムについては、施設
入口5ヵ所に手指消毒
用アルコールの設置、
感染注意喚起の掲示
物を設置した。また、
日常清掃時に利用者
が触れる箇所への消
毒も併せて実施し、感
染拡大防止に努め
た。

　屋外有料運動施設
の開放時間変更によ
り、利用のニーズに適
切に対応することがで
きた。

16

▽　利用促進の取組

※野球場B球場は改修工事でクローズ

580

-

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

418

4,300

19

人数

多目的広場 人数

人数(人）

▽　利用件数等

人数(人) -

（5）施設利用
に関する業
務

R元年度実績 Ｒ２年度計画

44,888

8,006

26,974

人数(人） 27,864 - 11,735

稼働率(％) 29 - 14

- 2629

523 - 285

Ｒ2年度実績

-

37 - 45

野球場

件数(件)

- 2,326

▽　農試公園　不承認 0件、　減免174 件、　還付 107件

▼　屋外有料施設の開放時間等を札幌市と協議の
上変更し、利用者の利便性の向上を図った。

利用時間及び夜間照明点灯時間の変更内容
・農試公園野球場A、庭球場夜間照明点灯開始時刻
 4/20-4/28 午後6時（30分早く点灯）
 11/4-11/20 午後4時（30分早く点灯）
・農試公園硬式及び軟式テニスコート利用時間
 4/20-9/30 午前5時～午後8時（2時間延長）
 4/20-11/20 午前6時～午後8時（1時間延長）
・発寒西陵公園硬式テニスコート利用時間
 6/1- 8/31 午前5時～午後7時（2時間延長）
 9/1- 9/30 午前5時～午後6時（2時間延長）
 10/1-11/3 午前6時～午後5時（1時間延長）
 11/4-11/20 午前6時～午後4時（1時間延長）

▼　有料運動施設である屋内広場ツインキャップ内A
面テニスコートの専用利用のキャンセルが発生した
場合は、キャンセル待ち利用者に連絡して施設の利
用を呼びかけた。また、随時A面テニスコートの空き
状況を屋内広場に掲示した。
▼　テニスラケット、テニスボール、サッカーボール、
野球のグローブ・ボール、バトミントンラケット等のス
ポーツ用品の貸出しを行った。

- 1,489

公園利用届

1,435件数(件)

硬式
庭球場

軟式
庭球場

・適切に対応され
ていた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（6）付随業務 ▽　広報業務

前回から継続指定を受けており、引継ぎ業務はない。

▼コロナウイルス感染拡大の状況の中でホームペー
ジにイベントや各種講習会募集情報等を随時掲載す
るなど、情報発信を行った。
▼　農試公園ホームページのアクセス件数は104,932
件となり、前年度（130,624件）から20％減となった。発
寒西陵公園は4,932件となり、前年度（4,864件）から
1.4％増となった。
▼　各種情報誌等に公園情報の掲載を依頼した。
▼　報道番組や新聞等の取材は積極的に受け入
れ、丁寧で正確な対応を心掛けた。
▼　当協会の管理する公園等の利用情報を掲載して
いる「さっぽろ公園だより」に、農試公園のイベント情
報等を掲載した。
▼　「農試公園だより」を毎月約3,500部発行し、札幌
市内公共施設等のほか、農試公園の近隣町内会に
も配布を行った。
▼　公園ホームページについてのウェブアクセシビリ
ティ研修を担当職員対象に実施した。また取組確認・
評価表を、令和3年3月31日に公開した。

　コロナウイルス感染
拡大防止の状況の中
で広報の可否に悩ん
だが公園利用者が必
要としている情報を、
適時・適切に提供する
ことができた。
　「広報さっぽろ」にイ
ベント情報等が掲載さ
れなくなったことによ
り、公園ホームページ
から情報を得る利用
者が増えている。タイ
ムリーかつ高頻度に
ホームページを更新
し、よりきめ細やかな
情報発信に努めた。
　また、「農試公園だ
より」を定期的に近隣
に配布することで、
ホームページを見るこ
とができない利用者に
も広く情報発信するこ
とができた。

▽　引継ぎ業務

農試公園のアクセ
ス件数に減少は
あるものの、情報
提供等適正・柔軟
に実施されてい
た。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

市内業者を利用
し、適正に実施さ
れていた。

　新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、令和2年度開催を
予定していたイベント
のほとんどが開催中
止となった。また、イベ
ント・講習会参加者の
感染経路が追えるよう
事前に名前・電話番
号をいただき、イベン
ト当日の体温測定と
体調確認を実施する
とともに参加者が密に
ならないように間隔を
空け、参加人数を制
限して開催した。
　「リースづくり」「はじ
めて自転車教室」は、
開催日を多く設定し感
染防止と参加者への
需要要望に応えるよう
努めた。また人気の
「サッカースクール」
「かけっこスクール」を
通年開催し、閑散期
の施設の利用活性を
図るとともに、利用者
の満足度向上にもつ
なげることができた。
　トンカチキットの販売
は、コロナウイルス感
染拡大防止のため施
設閉鎖もあったことか
ら売り上げが減少し
た。
　歩くスキーの貸出利
用者とアリーナ利用者
が密にならないよう貸
スキー用具置き場の
位置と貸出時間の変
更をして実施した。
　わいわいタイヤ
チューブの運行は、農
試公園改修工事で
コースにあたる野球場
B管理車両出入口へ
位置変更となり待ち時
間が長くなったが利用
自体は好調で計画を
36千円上回ることが
出来た。またコロナウ
イルス感染拡大の影
響もあり他施設の冬
季イベント等が中止に
なっている影響もあ
り、わいわいタイヤ
チューブ参加者は増
加となった。

　札幌市内の業者に
業務を委託し、適正に
遂行された。

▼　第三者に対する委託業務については、すべて札幌市内の業
者に発注した。
▼　消耗品・原材料等の物品についても、札幌市内の業者から
購入した。

２　自主事業その他

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

【売店事業】
  ・トンカチキット販売  426人 　213,000円
　･売店収入（自然素材リース、おもちゃ等の販売）
　　                                    164,020円
　・歩くスキー用具貸出 642人  192,400円
　・ソリ貸出　169人 　　　　　　　　16,900円
　・スポーツ用品貸出 20人 　　　　2,700円
　・テント貸出 4人　　　　　　　　　 2,000円
▼売店事業収入合計591千円　(計画950千円)
【イベント・講習会】
　・初めての自転車教室　　　　       101, 000円
  ・吊りシノブづくり　　　　　　　　　　       7,000円
　・素焼きの鉢で風鈴づくり　    　        　6,500円
  ・愛犬といっしょの公園散歩講座       2,000円
  ・クリスマスリースづくり　              50, 000円
　・しめ縄リースづくり                   　28, 000円
　・門松づくり　                         　　  42, 000円
　・冬のまちにスノーキャンドルの灯をともそう2021 無
料
  ・わいわいタイヤチューブ運行　　　999,100円
　・歩くスキー初心者講習会　        33, 000円
▼イベント・講習会事業収入合計1,268千円　(計画
1,232千円)
　・のうしかけっこスクール　　　　　 　372,000円
　・のうしサッカースクール 　　　　　　559,000円
▼施設収入事業収入合計931千円　(計画1,282千円)
【収益事業】
自販機手数料収入合計1,965千円　(計画2,564千円)
委託販売手数料収入合計207千円　(計画402千円)
（市受託事業により無料開催）
  ・ノルデックウォーキング講習会11/3 ・11/7   無料

▽　自主事業

・コロナ禍の影響
で昨年度に比べ
実施した事業数は
減るものの、コロ
ナウイルス拡大防
止対策を適切に
対応して実施され
ていた。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

アンケートで寄せられた要望等への対応について

総合的な満足度は、目標値75％（要求水準70％）に
対して95.7％と大幅に上回った。
スタッフの接遇に対する満足度は、目標値85％（要求
水準80％）に対して96.3％

農試公園アンケートの自由記述（一部）利用者
からの
意見・要
望とその
対応

　アンケートの記述等
による利用者からの
意見、要望に対して
も、可能な範囲で即時
対応に努め、利用者
が安心・安全・快適に
利用できる環境の確
保に努めた。

　令和2年度は総合・
接遇満足度ともに目
標値及び札幌市要求
水準をともに上回っ
た。

・できることから実施・改善を行った。
・駐車場の混雑状況随時確認し臨時駐車場の開放を
実施した。
・交通コーナーの巡視回数を増やして対応、
・交通コーナー利用の注意放送を実施、自転車巡回
による指導の実施を行った。

【良かった】
・交通コーナー(すべて無料がいい)。
・花壇が美しい。
・景観が良い。
・イベントに参加して楽しかった。
・イベントの講師が優しく教えてくれた。
・自転車の練習が無料でできる。
【悪かった】
・洋式（トイレ）がない。
・駐車場が狭い。
・交通コーナー(自転車台数、混んでいる、ルール違
反)。
・子ども用遊具が少ない。
・飲食販売が少ない。
【イベント】
・親切丁寧で大満足。
・まさか2時間で自転車に乗れると思いませんでし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・あきらめていた
自転車がすぐのれると思はなかった。
・娘が自転車に乗れました。
・毎年楽しく参加させていただいております。
・材料がたくさんありとてもよかった。
・こんな豪華なリースうれしいです。
・少し寒かった。
・リースづくり楽しかった。
・リースの先生がやさしかった。
・楽しくしめ縄リース作れました。
・門松づくり楽しかった。
・門松立派にできました。

結果概
要

公園利用者・運動施設利用者・イベント参加者に対し
てアンケートを実施した（サンプル数299件）。

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

３　利用者の満足度

総合的な満足度
及び接遇に関する
満足度が要求水
準を大幅に上回っ
た事を評価する。
引き続き利用者の
意見や要望を参
照し、より良い維
持管理に努めて
いただきたい。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

収入については、コロ
ナウイルス感染拡大
防止の影響により有
料施設閉鎖が一定期
間あった事で減収と
なった。

支出については、コロ
ナ感染対策用品の購
入と施設等の老朽化
に伴う修繕費に経費
が掛かったものの、管
理機械修繕と軽微な
施設修繕について
は、資格、技術を持っ
たスタッフができる限
り直営で修繕を実施
することで管理費用を
削減し、効率的な管理
を行った。

上記の適切・効率的
な維持管理により収
支においては、プラス
となった。
今後においても各事
業内容を検証し、更な
る効率を図るととも
に、引き続き安定した
経営、維持管理に努
めたい。

利用料金 18,183 13,387 ▲ 4,796

指定管理費

▲ 426

指定管理業務収入 100,742 98,620 ▲ 2,122

82,559

1,035

収入 105,591 105,165

４　収支状況

5

純利益 0 1,030 1,030

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

0

▼　当協会の財務状況等は、令和2年度、赤字決算になる見込
みはなく、運営安定化積立資産の留保金もあるため、安定経営
能力に問題はない。

▼　各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼　情報公開請求はなかった。
▼　当公園の管理等に係るオンブズマンの実地調査はなかっ
た。
▼　公園使用者に対する告知として、暴力団活動や暴力団の資
金源となる活動に公園を使用できない旨の文書を園内に掲示し
た。
▼　物品購入や業務の委託等に際して、暴力団員や暴力団関係
事業者を相手方としないよう徹底した。

5法人税等

その他 0 1,852 1,852

自主事業収入 4,849 6,545 1,696

指定管理業務支出 103,541 99,823 ▲ 3,718

支出 105,591 104,130 ▲ 1,461

自主事業支出 2,050 4,307 2,257

収入-支出 0

83,381 822

▽　収支

項目 Ｒ２年度計画 Ｒ２年度決算 差（決算-計画）

（千円）

▼　指定管理収入は、「札幌市都市公園の維持管理に関する協
定書の改定協定書（その２）」による有料施設改修工事の補填が
あり、計画より822千円の増となった。
▼　利用料金収入は、新型コロナウイルス拡大防止の観点から、
4月14日から5月31日の期間を閉鎖したことや、その後もコロナ禍
の影響を受け、計画より4,796千円の減となった。
▼　自主事業収入は、手数料収入の増加や、札幌市西区保健セ
ンター健康子ども課から新規に受託したノルディックウォーキング
ポールの貸出業務により、計画より1,696千円の増となった。
▼　その他収入は、「札幌市都市公園の維持管理に関する協定
における新型コロナウイルス感染症拡大に関する確認書」による
利用料金の補填である。
▼　指定管理業務支出は、施設や機械修繕を効率的に行ったこ
と、新型コロナウイルス感染拡大防止による休館に伴う光熱水費
等の削減で、計画より3,718千円の減となった。
▼　自主事業支出は、ノルディックウォーキングポールの貸出業
務及び事務局経費等の増額で、計画より2,257千円の増となっ
た。
▼　自主事業のうち収益性のある事業から生じた収入について
は、公益法人の特質上、利益の約半分を公益目的事業に繰り入
れている。

1,035

利益還元 0 0 0

利用料金収入等
減少しているが、
適切かつ効率的
な維持管理により
純利益において
は、プラスとなった
ことを評価します。
引き続き安定経営
及び維持管理、利
用者サービス向上
に努めてください。
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Ⅲ　総合評価

上記の所管局評価を参照してください。

【利用促進】
・コロナウイルス感染拡大防止のため農試公園及び発
寒西陵公園駐車場閉鎖やホームページにて園内での
宴会等の自粛を求めるとともに、サクラの開花情報な
どは感染拡大を念頭に置きながらも利用者のニーズ
に応えるため発信した。施設開放後は紅葉の状況を
はじめ、公園の四季の魅力ある風景について、タイム
リーな情報発信に努めた。また、コロナウイルス感染
拡大防止ためイベント情報や各種講習会の中止など、
様々な利用者が情報を容易に取得できるようウェブア
クセシビリティに配慮し、ホームページの掲載内容や
見易さについて随時見直しを図った。
・イベント開催については、コロナウイルス感染拡大防
止のため密になるような手作り工作、園芸に関する講
習会の開催は中止とし感染対策がとれる講習会のみ
実施した。

【統括管理業務】
・コロナウイルス感染拡大防止のため施設等の閉鎖が
あり閉鎖期間中は施設の点検と補修を行った。無料施
設（自転車貸出、トンカチ広場）の貸出対応は感染防
止のため農試公園に務める全スタッフに対し消毒の徹
底とマスクの着用を指導した。交通コーナーの自転
車、トンカチの貸道具の消毒も利用後に消毒し貸出を
実施した。また、屋内施設アリーナの利用に関しても
各入り口にサーモセンサーとアルコール消毒液を設
置、窓の開放と搬入口機械格納庫のシャッターを全開
にして換気を定期的に実施することで感染防止に努め
た。事務室内には加湿器と空気清浄機の設置を行
い、受付事務スタッフ・業務スタッフなど、農試公園に
努める全スタッフからコロナウイルス感染者の発生は
無く安堵している。
・環境に配慮した公園管理として、これまで積み重ねて
きた維持管理作業ノウハウの継続実施により大きな成
果を上げている。植物リサイクルや節電等について、
令和2年度も農試公園に勤めるスタッフ全員で取り組
み、概ね良好なレベルを維持することができた。

【労働関係法令遵守、雇用環境維持向上】
・公園スタッフに対して、接遇や管理技術等の講習、資
格取得の支援、技術指導、防災（緊急時）対応訓練等
を適切に実施し、管理の質におけるレベルアップを図
ることができた。
【施設・設備等の管理運営】
・農試公園及び発寒西陵公園の維持管理業務におい
て、令和2年度は全般に天候に恵まれたが、荒天（ゲリ
ラ的大雨、強風等）となる日もあり、予定していた作業
の変更も余儀なくされたが、作業はほぼ計画通りに実
施できた。
・有料施設の利用については、利用環境の改善・整備
に努めた結果、良好な状態に保つことができ、順調に
利用人数、利用者満足度を獲得することができたが、
コロナウイルス感染拡大防止のため屋内有料施設ア
リーナ・屋外有料運動施設を閉鎖したことから利用及
び利用件数が大幅に減少した。

【令和3年度の重点取組事項】
・農試公園の屋内広場利用者及び農試公園に勤める
スタッフからコロナウイルス感染者を出さないように検
温、消毒、換気等を継続する。無料施設である交通
コーナーの自転車、トンカチの貸道具の消毒も利用後
に消毒し貸出を継続し安心安全を前面に公園利用を
楽しんでいただく。
・農試公園の運動施設の活用を目的としたスポーツイ
ベント・講習会の強化、各種園芸講習会開催によるみ
どりの普及啓発に引き続き積極的に取り組む。
・農試2号線より南側の公園施設は野球場のA球場、
有料施設夜間照明施設、駐車場、園路等のリニューア
ル工事の予定となっているが、今後も工事予定の無い
施設の老朽化が進行して行くことから、園内各所の点
検・補修等を適切に進めることで、利用者の安全を確
保し、安心して楽しめる環境を提供できるよう引き続き
管理運営に努める。
・運動施設は計画に従って定期的な整備を行うことに
より、利用者が快適・安全に使用できる環境を整える
とともに、効果的な広報や自主事業による施設PR等を
積極的に行うことで利用者増加を図っていきたい。
・コロナウイルスの感染状況にも左右されるが自主事
業の広報に力を入れるとともに、引き続き講習会の作
品見本を事前展示し、また新規講習会の開催を検討
することで講習会の参加人数増加を図る。
・西区（西区役所、西区八軒地域連合町内会、八軒ま
ちづくりセンター等）、教育機関（八軒西小学校等）、各
種協力機関（西区運動施設活用協議会等）、公園ボラ
ンティア等との一層の連携を図り、市民協働による公
園管理の活性化、利用促進に努める。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

利用者アンケートについて、総合的な満足度に加えス
タッフの接遇も要求水準よりも大幅に上回っていること
を評価致します。今後とも適切な維持管理、安定経営
に努めてください。また、コロナ禍における閉鎖施設の
自主的な点検・修繕、又は商品開発等、引き続き公園
の魅力発信、利用者サービスの向上に努めてくださ
い。
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